
本
を
代
表
す
る
民
間
の
菌

類
蘚
苔(

き
ん
る
い
せ
ん
た

い)

、
コ
ケ
類
の
学
者
が
小
坂

子
町
生
ま
れ
の
角
田
金
五
郎

で
す
。 

金
五
郎
は
江
戸
末
期
の
安

政
五
年
に
小
坂
子
村
で
生
ま

れ
ま
し
た
。
小
さ
い
と
き
か

ら
寺
子
屋
等
で
学
び
、
二
十

代
か
ら
当
時
の
嶺
赤
城
小
学

校
、
鳥
取
村
善
勝
寺
小
学
校

(

今
の
芳
賀
小
学
校)

の
教
師

と
な
り
、
明
治
四
十
一
年
ま

で
お
よ
そ
三
十
年
勤
め
ま
し

た
。
明
治
四
十
二
年
に
は
芳

賀
村
の
助
役
、
そ
の
後
村
議

も
務
め
ま
し
た
。 

コ
ケ
類
の
研
究
は
早
く
か

ら
志
し
、
教
師
と
し
て
勤
め

る
余
暇
を
採
集
に
没
頭
し
ま

し
た
。
教
師
退
職
後
に
本
格

的
な
採
集
・
研
究
に
入
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
コ
ケ
類
に

関
す
る
参
考
書
な
ど
な
く
、

採
集
し
た
標
本
の
鑑
定
依
頼

も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

で
す
。 

転
機
は
明
治
四
十
三
年
に

仙
台
の
安
田
篤
理
学
士
を
通

じ
て
、
ド
イ
ツ
の
ザ
ー
ル
博

士
に
鑑
定
を
依
頼
し
た
こ
と
。

博
士
か
ら
追
加
で
標
本
を
送

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
、
30
種

の
標
本
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、

大
正
二
年
に
な
り
命
名
通
知

が
届
き
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
金
五
郎
が
赤
城
・
鍋
割
山

で
採
集
し
た
岩
石
着
生
の
コ

ケ
が
「
ナ
ベ
ワ
リ
ゴ
ケ
（
学
名

ナ
ベ
ワ
リ
エ
ン
シ
ス
）」
と
命

名
さ
れ
た
ほ
か
、「
コ
ノ
ハ
ゴ

ケ
」、「
ユ
キ
ノ
ハ
ナ
」、「
ア
ワ

イ
ボ
ゴ
ケ
」
な
ど
の
和
名
が

付
け
ら
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。 

さ
ら
に
世
界
的
権
威
の
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ワ
イ
ニ
オ
博

士
に
も
新
品
種
と
思
わ
れ
る

標
本
を
多
数
送
っ
た
と
こ
ろ
、

数
十
種
の
新
種
の
発
見
と
な

り
ま
し
た
。
金
五
郎
は
一
千

点
を
超
え
る
標
本
を
送
っ
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
採

取
し
た
数
は
一
万
数
千
点
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
涯
を

通
じ
て
発
見
し
た
新
種
は
百

種
以
上
、
世
界
の
学
会
に
発

表
さ
れ
た
品
種
は
二
百
種
以

上
で
す
。 

金
五
郎
の
採
取
範
囲
は
関

東
一
円
か
ら
東
北
・
四
国
に

も
及
び
ま
し
た
。
昭
和
九
年

に
は
昭
和
天
皇
が
群
馬
県
に

来
た
際
に
単
独
拝
謁
し
、
自

ら
採
取
し
た
コ
ケ
類
の
説
明

も
し
て
い
ま
す
。
昭
和
十
八

年
に
八
十
六
歳
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。 

彼
の
残
し
た
五
千
点
を
超

え
る
研
究
資
料
・
標
本
な
ど

は
前
橋
市
に
寄
託
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
で
も
小
坂
子
の

生
家
に
は
彼
が
独
学
で
学
ん

だ
と
い
う
ド
イ
ツ
語
が
記
さ

れ
た
標
本
が
多
数
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
敷
地
に
は

昭
和
十
五
年
に
有
志
に
よ
っ 
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金
龍
山
実
相
院
福
徳
寺 

福徳寺の梵鐘 

学術功労之碑 

金
龍
山
実
相
院
福
徳
寺

は
、
小
坂
子
十
字
路
を
北
上

す
る
と
す
ぐ
に
案
内
板
が

あ
り
、
そ
の
南
側
に
駐
車

場
、
駐
車
場
の
南
に
本
堂
が

あ
り
ま
す
。
今
の
場
所
は
字

川
白
田
で
す
が
、
以
前
は
別

の
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。
芳

賀
村
史
に
よ
る
と
、
開
創
の

年
月
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
小
坂
子
村
字
中
川
、
今

田
正
右
衛
門
の
屋
敷
に
あ

り
実
相
院
と
称
し
て
い
ま

し
た
。
こ
の
寺
に
小
林
善
右

衛
門
の
子
息
が
入
り
、
現
在

地
に
寺
を
移
し
ま
し
た
。
寺

号
も
金
龍
山
実
相
院
福
徳

寺
と
改
め
ま
し
た
。
寛
文
八

（
一
六
六
八
）
年
と
あ
り
ま

す
か
ら
、
江
戸
時
代
初
期
に

な
り
ま
す
。
こ
の
方
が
第
一

世
住
職
、
文
諦
坊
宥
清
で
、

現
在
は
第
二
十
八
世
（
ま
た 

は
三
十
一
世
）
だ
そ
う
で
す
。 

福
徳
寺
の
ご
本
尊
は
千
手

観
音
菩
薩
。
本
尊
は
坐
像
で
、

脇
仏
に
薬
師
如
来
坐
像
、
不

動
明
王
立
像
、
聖
観
世
音
菩

薩
坐
像
、
十
一
面
観
音
菩
薩

立
像
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

残
念
な
が
ら
拝
観
し
て
い
ま

せ
ん
。
真
言
宗
豊
山
派
に
属

し
、
檀
家
は
二
百
戸
を
超
え

る
そ
う
で
す
。
元
の
境
内
は

千
二
百
坪
も
あ
り
ま
し
た

が
、
現
在
は
三
百
坪
余
り
。
本

堂
の
南
側
も
広
く
、
周
り
は

き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。 芳

賀
村
史
に
よ
れ
ば
再
建

当
時
は
宮
城
村
石
城
寺
の
末

寺
で
し
た
が
、
村
同
士
の
争

い
が
あ
り
、
そ
の
余
波
を
受

け
て
石
城
寺
を
離
れ
、
江
戸

の
護
国
寺
の
末
寺
に
な
っ
た

そ
う
で
す
が
、
そ
の
際
は
村 

民
が
お
金
を
出
し
合
い
、
小

判
四
十
両
を
得
て
前
橋
城

主
・
酒
井
雅
楽
頭
に
調
停
を

お
願
い
し
、
代
表
が
た
び
た

び
江
戸
ま
で
出
向
い
た
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
争
い
が

あ
っ
た
の
が
延
宝
年
間
（
一

六
七
三
―
八
一
）
で
、
許
可
が

下
り
た
の
が
正
徳
五
（
一
七

一
五
）
年
と
す
る
と
、
か
な
り

の
年
数
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
は
江
戸
末
期
ま

で
隆
盛
を
極
め
た
と
あ
り
ま

す
。 福

徳
寺
の
回
廊
南
東
の
角

に
は
文
久
三
（
一
七
九
五
）
年

製
の
梵
鐘
が
あ
り
ま
す
。
こ 

の
梵
鐘
は
太
平
洋
戦
争
の

際
、
金
属
供
出
に
出
さ
れ
ま

し
た
が
、
勝
沢
町
住
民
の
機

転
で
再
び
福
徳
寺
に
帰
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
う
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

小
坂
子
町
で
は
毎
年
八
月

に
地
蔵
尊
祭
り
を
開
催
し
、

そ
の
際
に
福
徳
寺
の
島
田
住

職
に
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
願
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 
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